
発生件数 遭難者数
３件
（+1）

３名
（+1）

死亡・行方不明 負傷者 無事
０名
（±０）

１名
（±０）

２名
（+1）

【令和８年中の山岳遭難発生状況】

（）内は前年同期対比
【１月中の発生状況】 大分県内では、1月中に『３件・３名』の山岳遭難が発生しました。

原因は『転倒』『道迷い』『病気』です。
『くじゅう山系』や『由布・鶴見岳』では、登山道が雪に覆われ滑りやすくなっています。
◆ 積雪時には、アイゼンなど滑り止め装備を装着しましょう。
◆ 道迷い防止のため、経路の事前確認、登山アプリ等を利用し、定期的に現在地を確認しましょう。
◆ 体調に異変を感じたら登山を中止し、悪化する前に下山しましょう。
寒波襲来時は、登山口に向かう道路も積雪や凍結が予想されます。
積雪や凍結が予想される山間部を車等で走行する際は『スリップ事故』や『立ち往生』などを防

止するため、スタッドレスタイヤ又はチェーンを装着しましょう。

大分県電子申請システム

件数 遭難者 負傷者 無事救出
３件 ３名 １名 ２名

※数値は暫定値

遭難
態様

転倒 道迷い 病気
１件 １件 １件

令和８年１月末撮影
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